
 

６/２１（日）鹿児島の先陣を切って奄美の 

国民平和大行進が始まりました。 

１日目は笠利～龍郷コース。名瀬を車で出発 

した時にはどしゃ降りの雨だったのに、出発 

集会が始まると同時に青空が見え始め、行進 

スタート時には完全に雨もあがりました。 

私たちの核兵器廃絶と平和への願いが空に通 

じたのだと思いました。 

今年は医療生協の新卒さんもたくさん参加し 

ました。若者の参加動機は、師長さんや職場 

の先輩から声をかけられたから、部門で誰が 

参加するか調整したなどの理由でしたが、参 

加してみて学んだこと、感じたことはたくさ 

んあったようです。 

６/２２（月）～住用・瀬戸内・徳之島コース 

６/２３（火）～大和・名瀬コースです。 
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戦争で笠利の村人もたくさん亡

くなった。 

戦争は悲惨です。核も戦争もな

い平和な世界を求めていきまし

ょう。 

笠利支部 山口支部長さん 

笠利出発集会でのアピール 

奄美医療生協新卒組を先頭にスタート！！ 

１日先頭でみんなを引っ張ってくれました。 

３月に鹿児島の川内原発再稼動

反対集会に行って来ました。全国

の仲間と行動し、やはり原発はい

らないと思いました。今日は核兵

器廃絶と原発再稼動阻止の声を

あげていきたいと思います。 

奄美医療生協労組 

奄美中央病院支部 徳田さん 

パパ がんばれ～！！ 

みんな がんばれ～ 

５年前のＮＰＴ再検討会議（ニューヨーク）

に参加した時の話をする小倉くん。 

わたしの期待  わたしの願い（奄美医療生協 新卒編） 

★いま笑って普通に生活できているのは平和な時代に生まれてきたから・・・ 平和が続き笑顔でいられる

ためにも戦争を起こさない、そのために自分にできる様々な活動に参加していきたい。（井田） 

★初めての平和行進参加。行進しながら感じたことは、この訴えが地域の一人一人に届いてほしいと・・・

この奄美から全国に届いてくれたらいいと思った。今後も平和行進を続けていくことが未来の平和に繋が

ると思う。（押川） 

★戦争を体験したこともないので戦争体験者のように戦争の苦しみや悲しみは知りません。しかしテレビや

体験談などを聞いて、戦争は二度と繰り返してはいけないと強く思っている。戦争を起こさないためにも

自分たちにできること。このような平和行進などに参加し多くの人々に伝えていきたい。（永島） 

★核兵器のない世界になって世界中で戦争がおこらないようになってほしい。ひとりひとりの声が大事なの

で参加できてよかった。（伊東） 

★自分が生まれた時には平和であった。平和であることは、みんなが健康で過ごしていくうえで大前提であ

ると思うので、ずっと平和であってほしいと思うし、そのために小さいことでも行動して訴えていくこと

が大事と思った。（本山） 

★はじめて平和行進に参加してみて、すがすがしさを感じた。同期や初めて会う方たちとひとつの目的をも

って行進できたことは良い経験となった。また、行進中の休憩所で多くの方にサポートしていただき、と

てもありがたかった。このような地道な活動が平和を守ることになるのだと感じた。（近藤） 
雨傘がいつしか日傘に・・・ 

雨の日も夏の日差しの中も平和行進は歩きます 
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